
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団 体 名 関地域乳幼児期家庭教育学級 いちご学級（キッズ組） 

実 施 日 時 平成２９年７月２０日（木）10:00～11:45（105 分）実施 

会    場 関市わかくさプラザ 

参 加 人 数 ２０人 

学習課題（分野） 「ママ Talk＆手形取り」（コミュニケーション・子ども理解） 

運営者の願い 
学級生自身の力で、イベントをリードすることで、グループ内の 

人間関係づくりを高めていきたい。 

学 習 の 内 容 

＜乳幼児学級の組織について＞ 
◇関地域乳幼児期家庭教育学級「いちご組」 
・担当者：関市教育委員会生涯学習課 家庭教育専門員１名 
     指導アシスタント６名：指導アシスタントは活動のサポートを行う。 
・学級生：月齢に応じた２組に分かれて活動 

『ベイビー組』（約４０名） 『キッズ組』（約４０名） 

０～１歳半 １歳半～就園前 

・年間１０回の講座が企画されている。 

【４グループが年１回の自主企画を計画・運営する（計４回）・そのための準備 

（１回）、担当者企画（５回） …計１０回】 

・グループ内では一人一役【連絡係・情報発信係・司会・学級だより係】 

 
＜活動の様子＞ 
◇あいさつ（担当班の係） 
・日程説明や活動場所について 
 
◇活動 
①１グループずつ順番に手形取りを行う（待ち時間はママ Talk を進める） 
○先に「手形取りのグループ」⇒子どもの手形・足型取りへ 
・１枚の色紙の中に両手・両足形をスタンプする。 

・手形取りをしている間、担当者やアシスタントが兄弟の 

世話をサポート。母親は安心して一人の子に関わること 

ができる。 

・アシスタントは、色紙を持って帰ることができるように、 
ママ Talk の間に色紙を準備。 
 

○先に「ママ Talk のグループ」⇒テーマに沿ってグループで交流を開始 
・ママ Talk のテーマには、子育て中のお母さん方に    
とって嬉しい身近なテーマが設定された。 

 
 
 
 
 
②ママ Talk と手形取りが終了後、各グループの様子を 
全体で交流する。 

③活動の振り返りアンケートを記入。 
 
＜参加者の感想＞ 

・ママ Talkでは、子連れで行けるランチの場所や、１日の過ごし方で 

工夫していることなどの情報交換ができてよかった。 

・手形取りは、母親一人で手形を取ることが難しく、スタッフの方々に 

手伝っていただけて上手に取れた。記念にもなり嬉しかった。 

体験活動参加型＋子育てサロン型（乳幼児期家庭教育学級） 
 
） ＜参加者の自主性を 

大切にされた運営＞ 

■学級生の役割 

年１回の自主企画の運営 

・各グループで１回ずつ 

グループ内での一人一役 

・連絡係・情報発信係 

・司会 ・学級だより係 

 

＜運営のサポート＞ 

■市の担当者 

■指導アシスタント  

・学級生の負担を軽減す

るために、あらかじめ

自主企画の例を示し、

企画を選んで取り組

むことができるよう

にサポート。 

・自主企画の準備会から

一緒に参加し、活動を

サポート。 

 

＜グループ分けの 

工夫＞ 

 

 

・乳幼児学級での『出会

い』を、小学校や中学

校に進学後の人間関

係に活かしてほしい

という担当者の願い。 

＜手作りの名札＞ 

・子ども達は、保護者手

作りの名札を付けて

活動している。子ども

の為に、ひと手間かけ

ることを大切にされ

る思いが、受け継がれ

ている。 

案内のおたより＜※１＞ 

＜家庭教育学級講座の 

学びを生かして実施＞ 

 授業参観の際の情報機器に

関する親子講話の学びを生か

して、第 1 回在宅取組の２つ

の目的と４つのポイントを、案

内のおたよりで分かりやすく

提案して実施された。 

 

【ママ Talk のテーマ】 

① 子連れで行けるランチの場所 

② 一日の過ごし方で工夫していること 
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小学校の校区を考慮し

た活動グループ 


